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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
『
Ｄ
Ｈ
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
６
２
１
Ｔ

【
作
者
名
】

　
天
山

【
あ
ら
す
じ
】

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
と
、
厄
介
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
る
男
。
今
度
は
、
ト

ー
キ
ョ
ー
か
・
・
・
。
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『
　
Ｄ
Ｈ
　
』
　
シ
リ
ー
ズ
　
第
５
作
（
前
書
き
）

こ
こ
の
章
は
、
飛
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
部
か
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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『
　
Ｄ
Ｈ
　
』
　
シ
リ
ー
ズ
　
第
５
作

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
６
２
５
便

通
路
側
に
座
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
男
が
、
し
き
り
に
、
窓
の
外
を
気

に
し
て
い
る
。

窓
側
に
座
っ
て
い
る
無
精
ひ
げ
の
男
は
、
隣
の
男
の
視
線
が
、
気
に
な
っ
て
仕

方
が
な
い
。

「
落
ち
着
か
な
い
の
か
い
？
」

「
い
や
、
え
ぇ
、
ま
ぁ
、
少
し
だ
け
。
」

「
な
ん
せ
、
床
の
下
は
、
空
気
だ
か
ら
ね
。
」

通
路
側
の
男
を
、
高
所
恐
怖
症
だ
と
推
察
し
、
わ
ざ
わ
ざ
、
恐
怖
心
を
あ
お
る

よ
う
な
こ
と
を
言
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
男
は
、
着
て
い
る
上
着
の
袖
で
、
冷
や
汗
を
ぬ
ぐ

う
。

「
俺
も
、
高
い
と
こ
ろ
は
、
苦
手
だ
が
、
も
う
、
何
度
も
無
理
や
り
乗
せ
ら
れ

て
い
る
か
ら
な
。
」
と
、

同
情
を
持
ち
か
け
る
よ
う
な
こ
と
を
言
う
。

「
あ
ぁ
そ
う
だ
、
無
事
に
着
陸
で
き
た
ら
、
地
に
足
を
着
け
、
ソ
ッ
ク
ス
を
脱

い
で
、
裸
足
に
な
る
ん
だ
。

そ
し
て
、
足
の
指
先
を
丸
め
て
、
地
面
を
掴
む
よ
う
に
や
っ
て
ご
ら
ん
。
」

「
何
か
の
お
ま
じ
な
い
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
、
俺
の
経
験
だ
が
ね
。
と
て
も
、
落
ち
着
く
ん
だ
。
」

「
そ
り
ゃ
あ
い
い
、
や
っ
て
み
よ
う
。
あ
り
が
た
い
。
」

「
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
さ
。
俺
も
昔
、
教
え
て
も
ら
っ
た
の
さ
。
」
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『
　
Ｄ
Ｈ
　
』
　
シ
リ
ー
ズ
　
第
５
作
（
後
書
き
）

感
想
自
由
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第
２
部

東
京
・
羽
田
空
港
　
快
晴
　
午
後
６
時
１
５
分
　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
若
干
の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
も
の
の
無
事
到
着
し
た
。

「
Ｍ
ｒ
．
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
 

Ｍ
ｃ
Ｌ
ｅ
ａ
ｎ
」
ネ
ー
ム
カ
ー
ド
を
持
っ
た
、
ス
ー
ツ

姿
の
若
い
女
性
。

年
の
瀬
と
も
な
れ
ば
、
上
着
の
衿
を
立
て
て
い
る
乗
客
が
、
多
い
。

入
国
ゲ
ー
ト
を
通
っ
た
旅
客
達
は
、
視
線
を
拡
散
し
、
自
分
の
進
行
方
向
を
探

っ
て
い
る
。

行
く
先
を
確
認
し
た
旅
客
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
を
指
差
し
、
歩
み
を
急
ぐ
。

そ
こ
に
、
雑
踏
の
中
か
ら
、
に
や
け
た
オ
ヤ
ジ
が
、
向
か
っ
て
く
る
。

「
新
手
の
ナ
ン
パ
か
い
？
お
嬢
さ
ん
。
」

「
ミ
ス
タ
ー
、
マ
ク
レ
ー
ン
？
」

「
そ
う
だ
よ
。
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
？
・
・
・
。
」

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
、
ト
ー
キ
ョ
ー
。
わ
た
く
し
、
ヒ
ロ
コ
・
ナ
カ
ト
ミ
で
す
。
」

「
ミ
ス
・
ヒ
ロ
コ
。
夕
日
に
染
ま
る
フ
ジ
マ
ウ
ン
テ
ン
は
、
君
の
よ
う
に
セ
ク

シ
ー
だ
ね
！
感
動
し
た
よ
。
」

「
ウ
フ
。
リ
ム
ジ
ン
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
。
日
本
は
、

初
め
て
で
す
か
？
」

「
あ
あ
、
Ｎ
Ｙ
市
警
を
引
退
す
る
ま
で
、
そ
ん
な
時
間
も
金
も
無
か
っ
た
か
ら

ね
。
」

「
ロ
ス
で
は
、
祖
父
が
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」

「
あ
ぁ
、
あ
の
時
は
、
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｉ
で
、
死
ぬ
か
と
思
っ
た
よ
。
」

「
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｉ
で
す
か
？
フ
フ
。
」

「
少
し
だ
け
、
日
本
語
を
知
っ
て
る
よ
。
」

「
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｉ
は
、
若
い
子
が
、
よ
く
使
い
ま
す
よ
。
私
た
ち
の
、
招
待
を
受
け

て
く
だ
さ
っ
て
、
マ
ジ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
」

「
そ
う
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
。
平
和
な
日
本
を
楽
し
む
つ
も
り
だ
よ
。
」
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「
日
本
の
す
ば
ら
し
い
バ
ケ
イ
シ
ョ
ン
を
、
ど
う
ぞ
、
観
光
し
て
く
だ
さ
い
。

私
が
、
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
。
」
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第
３
部

東
京
・
品
川
　
「
ナ
カ
ト
ミ
・
プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
」

東
京
湾
を
臨
む
３
０
階
建
て
の
高
級
ホ
テ
ル
の
ス
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
。

「
９
時
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
私
の
父
が
、
お
食
事
を
一
緒
に
と
、
い
か
が
で
す

か
？
」

「
Ｏ
Ｋ
。
そ
う
し
よ
う
。
ま
ず
は
、
シ
ャ
ワ
ー
で
、
汗
を
流
し
た
い
ね
。
」

「
お
酒
は
、
こ
ち
ら
に
・
・
・
。
フ
ロ
ン
ト
は
、
こ
の
電
話
機
で
、
繋
が
り
ま

す
。

そ
れ
と
、
専
用
の
携
帯
電
話
を
ご
用
意
し
て
お
き
ま
し
た
。
国
際
電
話
も
利
用

で
き
ま
す
よ
。

私
に
用
件
が
、
あ
る
と
き
は
、
画
面
の
・
・
・
こ
こ
で
、
繋
が
り
ま
す
よ
。
」

「
携
帯
？
オ
ー
、
サ
ン
キ
ュ
ー
。
皆
さ
ん
の
歓
迎
に
感
謝
し
て
い
る
よ
。
」

「
お
疲
れ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
・
・
・
。
」

「
ミ
ス
・
ヒ
ロ
コ
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
？
監
視
カ
メ
ラ
か
い
？
」

「
え
ぇ
、
こ
れ
は
、
最
新
の
防
犯
シ
ス
テ
ム
で
、
画
像
の
カ
メ
ラ
と
は
、
違
う

わ
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
に
今
の
お
部
屋
の
状
況
が
、
映
っ
て
い
ま
す
よ
。

お
客
様
の
映
像
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
全
く
映
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
お
客
様
以
外
の
映
像
を
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
覧
の
通
り
、
私
だ
け
、
映
っ
て
い
ま
す
よ
。
」

「
ワ
ォ
。
日
本
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
グ
レ
ー
ト
だ
ね
。
」

「
あ
と
、
こ
の
携
帯
で
、
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
」

「
あ
あ
、
至
れ
り
つ
く
せ
り
だ
ね
。
」

ひ
と
り
に
な
っ
て
、
く
つ
ろ
ぐ
マ
ク
レ
ー
ン
。

防
犯
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
前
で
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
し
て
み
る
マ
ク
レ
ー
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ン
。

「
な
る
ほ
ど
、
誰
も
見
て
な
い
な
ら
・
・
・
。
」

ソ
ッ
ク
ス
を
脱
い
で
、
さ
っ
そ
く
、
指
を
丸
く
し
て
、
床
の
感
触
を
確
か
め
る
。
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第
４
部

お
も
ち
ゃ
の
拳
銃
を
持
っ
た
、
子
供
が
、
廊
下
を
駆
け
抜
け
る
。

ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
、
す
れ
違
い
ザ
マ
に
、
両
手
を
挙
げ
る
マ
ク
レ
ー
ン
。

食
事
会
を
目
前
に
し
て
、
服
装
を
汚
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
の
だ
。

身
な
り
は
、
こ
ザ
ッ
ぱ
り
し
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
、
濃
紺
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
、
至

っ
て
カ
ジ
ュ
ア
ル
だ
。

「
マ
ク
レ
ー
ン
様
、
ど
う
ぞ
、
奥
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
へ
。
・
・
・
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
」

豪
華
な
内
装
に
、
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
ね
。
」
と
、
目
を
丸
く
す
る
マ
ク
レ
ー
ン
。

「
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
こ
れ
か
ら
で
す
よ
・
・
・
。
」

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
の
意
味
あ
り
げ
な
、
一
言
に
、
視
線
を
泳
が
せ
る
マ
ク
レ
ー

ン
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
が
、
大
き
な
二
枚
扉
を
開
く
。

ナ
カ
ト
ミ
一
族
と
、
経
営
陣
が
、
３
０
人
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
立
ち
上
が
る
。
そ
し
て
、
輪
を
描

く
よ
う
に
並
び
始
め
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
見
か
け
な
い
光
景
だ
と
思
っ
た
。

「
私
の
家
族
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
」
一
人
ひ
と
り
、
紹
介
し
始
め
る
、
ヒ
ロ

コ
。

握
手
だ
け
で
な
く
、
日
本
式
に
、
お
辞
儀
す
る
マ
ク
レ
ー
ン
。

ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
聞
い
た
こ
と
の
無
い
日
本
人
の
名
前
を
聞
か

さ
れ
、

「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
。
ワ
タ
シ
ハ
、

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
ン
で
す
。
」
と
、
愛
想
よ
く
応
え
る
。

「
オ
ー
、
日
本
語
、
お
上
手
で
す
ね
。
」
と
、
言
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、

も
と
よ
り
、
全
く
日
本
語
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
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こ
の
中
で
、
英
語
で
、
会
話
で
き
た
の
は
、
何
人
か
の
役
員
と
、
ヒ
ロ
コ
と
、

デ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
と
、
取
締
役
に
な
っ
た
と
い
う
元
妻
の
ホ
リ
ー
・
マ
ク

レ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

『ＤＨ』
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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